
｢野中古市人歌垣之類」考

一
’
一
歌
垣
の
二
重
性

ま
ず
、
『
令
集
解
』
「
喪
葬
令
」
か
ら
「
野
中
古
市
人
歌
垣
類
」
に
関
連

す
る
部
分
を
掲
載
し
て
お
く
。

歌
垣
は
歌
舞
・
飲
食
・
性
的
解
放
の
三
要
素
よ
り
な
る
豊
饒
予
祝
の
行

（１）

事
で
あ
る
と
い
う
土
橋
寛
説
が
、
学
界
内
外
に
広
く
浸
透
し
て
い
る
。
こ

う
し
た
理
解
は
、
近
年
、
中
国
少
数
民
族
の
人
々
の
歌
掛
け
行
事
を
モ
デ

（２）

ル
と
し
、
東
ア
ジ
ア
の
基
層
文
化
と
し
て
歌
垣
を
捉
え
る
研
究
の
進
展
に

よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
か
ら
の
見
直
し
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
筆
者
も
こ
れ
ま
で
中
国
少
数
民
族
の
人
々
の
歌
掛
け
を
調
査
し
つ
つ
、

歌
垣
に
つ
い
て
論
じ
て
き
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
、
「
令
集
解
』
葬
喪
令

に
記
さ
れ
た
「
野
中
古
市
人
歌
垣
類
」
を
考
察
す
る
。
歌
垣
を
東
ア
ジ
ア

の
基
層
文
化
の
一
つ
と
し
て
捉
え
る
際
、
一
度
、
シ
ャ
ー
マ
ニ
ッ
ク
な
喪

葬
儀
礼
と
歌
垣
と
の
か
か
わ
り
を
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

「
野
中
古
市
人
歌
垣
之
類
」
考

は
じ
め
に

｜
、
歌
垣
と
耀
歌

太
政
大
臣
。
方
相
糯
車
各
一
具
。
皷
（
鼓
）
一
百
冊
面
。
大
角
七
十
口
。

小
角
一
百
冊
口
。
幡
五
百
竿
。
金
鉦
饒
鼓
各
四
面
。
楯
九
枚
。
発
喪

五
日
。
以
外
葬
具
及
遊
部
。

釈
云
。
以
外
葬
具
。
帷
帳
之
属
皆
是
。
遊
部
。
隔
幽
顕
境
。
鎮
凶
瘤

魂
之
氏
也
。
終
身
勿
事
。
故
云
遊
部
。

古
記
云
。
遊
部
者
。
在
大
倭
国
高
市
郡
。
生
目
天
皇
之
苗
喬
也
。
所

以
負
遊
部
者
。
生
目
天
皇
之
華
。
円
目
王
嬰
伊
賀
比
自
支
和
気
之
女

為
妻
也
。
凡
天
皇
崩
時
者
。
比
自
支
和
気
等
到
蹟
所
。
而
供
奉
其
事
。

価
取
其
氏
二
人
。
名
称
祢
義
余
比
也
。
祢
義
者
。
負
刀
井
持
戈
。
余

比
者
。
持
須
（
酒
）
食
井
負
力
（
刀
）
。
並
入
内
供
奉
也
。
唯
祢
義

等
申
辞
者
。
諏
不
使
知
人
也
。
後
及
於
長
谷
天
皇
崩
時
。
而
依
擦
比

自
支
和
気
。
七
日
七
夜
不
奉
御
食
。
依
此
阿
良
備
多
麻
比
岐
。
が
時

諸
国
求
其
氏
人
。
或
人
日
。
円
目
王
嬰
比
自
岐
和
気
為
妻
。
是
王
可

問
云
。
佃
召
問
。
答
云
。
然
也
。
召
其
妻
問
。
答
云
。
我
氏
死
絶
。

妾
一
人
在
耳
。
即
指
負
其
事
。
女
申
云
。
女
者
不
便
負
兵
供
奉
。
価

以
其
事
移
其
夫
円
目
王
。
即
其
夫
代
其
妻
而
供
奉
其
事
。
依
此
和
平

給
也
。
永
時
詔
自
今
日
以
後
。
手
足
毛
成
八
束
毛
遊
詔
也
。
故
名
遊

部
君
是
也
。
但
此
条
遊
部
。
謂
野
中
古
市
人
歌
垣
之
類
是
。

遠
藤
耕
太
郎
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｢野中古市人歌垣之類」考

「
令
集
解
」
に
は
、
太
政
大
臣
の
喪
葬
儀
礼
に
は
、
種
々
の
葬
具
が
準

備
さ
れ
る
ほ
か
、
悪
霊
を
祓
い
糯
車
（
棺
を
乗
せ
た
車
）
を
先
導
す
る
方

相
氏
や
、
遊
部
が
奉
仕
す
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
養
老
令
の
最
古
の

（３）

注
釈
で
あ
り
、
延
暦
六
（
剛
）
年
～
十
年
こ
ろ
の
成
立
と
さ
れ
る
「
令
釈

（
「
釈
」
）
」
は
、
遊
部
は
、
こ
の
世
と
あ
の
世
の
境
を
隔
て
、
荒
ぶ
る
魂
を

鎮
め
る
（
「
隔
幽
顕
境
。
鎮
凶
痛
魂
」
）
氏
族
で
あ
る
と
注
し
、
大
宝
律
令

の
注
釈
で
あ
り
、
天
平
十
（
剛
）
年
こ
ろ
の
成
立
と
さ
れ
る
「
古
記
」
は

遊
部
の
由
来
、
蹟
所
で
の
奉
仕
の
あ
り
よ
う
な
ど
を
注
し
て
い
る
。
「
古

記
」
に
よ
れ
ば
、
か
つ
て
遊
部
は
、
ネ
ギ
・
ョ
上
と
呼
ば
れ
る
二
人
が
天

皇
の
箔
所
に
入
り
奉
仕
し
た
。
ネ
ギ
は
刀
を
負
い
戈
を
持
ち
、
ョ
上
は
刀

を
負
い
酒
食
を
持
ち
、
人
に
は
知
ら
せ
な
い
辞
を
述
べ
た
と
い
う
。
こ
れ

に
続
け
て
、
「
令
集
解
』
は
「
但
此
条
遊
部
。
謂
野
中
古
市
人
歌
垣
之
類

是
」
と
記
す
。
こ
の
一
文
は
、
「
古
記
」
の
引
用
な
の
か
、
『
令
集
解
』
の

注
記
な
の
か
は
は
っ
き
り
し
な
い
。
前
者
で
あ
れ
ば
、
「
古
記
」
が
編
述

さ
れ
た
天
平
十
（
剛
）
年
ご
ろ
に
、
後
者
で
あ
れ
ば
『
令
集
解
」
が
編
述

さ
れ
た
と
さ
れ
る
貞
観
十
（
糊
）
年
に
は
、
す
で
に
遊
部
の
シ
ャ
ー
マ

ニ
ッ
ク
な
喪
葬
儀
礼
は
「
野
中
古
市
人
歌
垣
之
類
」
と
し
て
行
わ
れ
て
い

たことになる。

（４）

「
野
中
古
市
人
」
に
つ
い
て
、
加
藤
謙
吉
は
、
河
内
国
丹
比
郡
野
中
郷

と
同
国
古
市
郷
を
本
拠
地
と
し
た
百
済
系
の
フ
ミ
ヒ
ト
の
集
団
で
あ
る
と

し
、
葛
井
・
船
・
津
氏
の
本
拠
地
は
野
中
郷
、
文
・
武
生
・
蔵
氏
の
本
拠

地
は
古
市
郷
で
あ
る
と
し
て
、
こ
の
六
氏
の
男
女
二
百
三
十
人
の
奉
仕
し

た
歌
垣
は
「
古
記
」
の
い
う
「
野
中
古
市
人
歌
垣
」
と
同
じ
で
あ
る
と
い

誼司ノ０

い
ず
れ
も
二
百
数
十
名
を
超
え
る
渡
来
系
氏
族
の
男
女
が
、
朱
雀
門
や

離
宮
（
由
義
宮
）
で
、
伝
統
的
な
宮
廷
歌
謡
や
宮
廷
を
寿
ぐ
歌
、
ま
た

百済系フミヒト集団によって行われた歌垣とは、『続日本紀」

に記載された天平六（剛）年二月に朱雀門で行われた歌垣、宝

亀元（刑）年三月に河内由義宮で行われた歌垣を指す。

宝
亀
元
年
三
月
辛
夘
。
葛
井
。
船
。
津
。
文
。
武
生
。
藏
六
氏
男
女

二
百
舟
人
供
奉
歌
垣
。
其
服
並
着
青
摺
細
布
衣
。
垂
紅
長
紐
。
男
女

相
並
。
分
行
徐
進
。
歌
日
。

乎
止
寶
良
が
。
乎
止
古
多
智
蘇
比
。
布
美
奈
良
須
。
永
詩
乃
美

夜
古
波
。
与
呂
豆
与
乃
美
夜
。

其
歌
垣
歌
日
。

布
知
毛
世
毛
。
伎
与
久
佐
夜
氣
志
。
波
可
多
我
波
。
知
止
世
乎

麻
知
弓
。
須
責
流
可
波
可
母
。

毎
歌
曲
折
。
畢
挟
爲
節
。
其
餘
四
首
。
並
是
古
詩
。
不
復
煩
載
。
時

詔
五
位
已
上
。
内
舍
人
及
女
儒
。
亦
列
其
歌
垣
中
。
歌
數
關
詑
。
河

内
大
夫
從
四
位
上
藤
原
朝
臣
雄
田
麻
呂
已
下
奏
和
舞
。
賜
六
氏
歌
垣

人
商
布
二
千
段
。
綿
五
百
屯
。

天
平
六
年
二
月
癸
巳
朔
。
天
皇
御
覧
朱
雀
門
歌
垣
。
男
女
二
百
冊
餘

人
。
五
品
已
上
有
風
流
者
皆
交
雑
其
中
。
正
四
位
下
長
田
王
。
從
四

位
下
栗
栖
王
。
門
部
王
。
從
五
位
下
野
中
王
等
爲
頭
。
以
本
末
唱
和
。

爲
難
波
曲
。
倭
部
曲
。
淺
茅
原
曲
。
廣
瀬
曲
。
八
裳
刺
曲
之
音
。
令

都
中
士
女
縦
観
。
極
歎
而
罷
。
賜
奉
歌
垣
男
女
等
祗
有
差
。
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｢野中古市人歌垣之類」考

一
’
二
擢
歌
の
二
重
性

（６）

近
年
、
曹
味
梅
が
、
漢
代
に
は
皇
帝
の
葬
儀
で
悪
霊
祓
い
を
行
う
方
相

氏
と
と
も
に
、
羽
林
孤
児
（
従
軍
し
て
死
ん
だ
兵
士
の
子
孫
に
軍
事
教
育

を
施
し
た
も
の
）
六
○
人
が
、
六
列
に
な
っ
て
「
巴
命
の
擢
歌
」
（
巴
命

は
巴
蜀
地
方
。
現
在
の
四
川
省
）
を
行
っ
た
と
い
う
記
録
が
、
「
後
漢
書
」

孝
献
帝
紀
第
九
、
魏
の
青
龍
二
（
剛
）
年
条
の
李
賢
注
に
あ
る
こ
と
を
発

「
古
詩
」
を
歌
い
な
が
ら
、
相
並
ん
で
歩
を
進
め
る
と
い
う
、
中
国
風
の

「踏歌」である。

か
つ
て
の
遊
部
（
ネ
ギ
・
ョ
上
）
に
よ
る
シ
ャ
ー
マ
ニ
ッ
ク
な
喪
葬
儀

礼
が
、
な
ぜ
渡
来
系
フ
ミ
ヒ
ト
集
団
の
「
野
中
古
市
人
歌
垣
之
類
」
と
し

（５）

て
行
わ
れ
得
る
の
だ
ろ
う
か
。
工
藤
隆
は
遊
部
に
よ
る
シ
ャ
ー
マ
ニ
ッ
ク

な
喪
葬
儀
礼
を
、
鉄
器
（
戈
や
刀
）
と
の
連
関
か
ら
、
渡
来
系
の
呪
術
儀

礼
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
で
、
両
者
の
接
近
を
模
索
し
て
い
る
。
大
祓
で

東
西
文
氏
（
や
ま
と
か
は
ち
の
ふ
み
う
ぢ
）
が
祓
の
刀
を
献
上
す
る
際
の

「
祓
訶
」
亀
延
喜
式
』
所
収
「
東
文
忌
部
献
横
刀
時
兇
」
）
に
は
、
「
皇
天

上
帝
」
「
三
極
大
君
」
「
東
王
父
」
「
西
王
母
」
な
ど
道
教
に
か
か
わ
る
神

や
神
仙
、
ま
た
祓
の
道
具
と
し
て
の
ヒ
ト
ガ
タ
が
登
場
す
る
。
こ
れ
ら
を

考
え
て
み
て
も
、
戈
や
刀
を
持
っ
て
行
わ
れ
る
シ
ャ
ー
マ
ニ
ッ
ク
な
儀
礼

は
、
原
始
的
道
教
と
か
か
わ
る
渡
来
系
の
呪
的
儀
礼
で
あ
る
可
能
性
は
高

い
。
し
か
し
、
仮
に
両
者
が
渡
来
系
の
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
な
ぜ

武
器
を
用
い
た
シ
ャ
ー
マ
ニ
ッ
ク
な
喪
葬
儀
礼
が
、
「
古
記
」
あ
る
い
は

『
令
集
解
」
編
述
の
時
期
に
、
宮
廷
を
寿
ぐ
踏
歌
的
な
歌
垣
の
よ
う
な
も

の
（
「
歌
垣
類
」
）
と
し
て
行
わ
れ
る
の
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
両
者
の

違
い
は
、
依
然
と
し
て
大
き
い
。

と
述
べ
て
い
る
。
「
巴
命
地
方
の
民
間
歌
舞
」
が
皇
帝
の
葬
送
儀
礼
で
行

わ
れ
る
「
巴
命
の
擢
歌
」
に
展
開
す
る
過
程
を
説
明
し
た
部
分
で
あ
る
が
、

そ
こ
に
は
夜
を
徹
し
て
跳
び
は
ね
て
歌
う
民
間
歌
舞
が
、
彼
ら
に
と
っ
て

は
正
月
の
め
で
た
い
歌
舞
と
い
う
文
脈
か
ら
切
り
離
さ
れ
、
漢
王
朝
に
取

り
込
ま
れ
て
漢
の
高
祖
を
称
え
る
集
団
的
な
武
舞
と
な
り
、
さ
ら
に
そ
の

集
団
的
武
舞
が
そ
の
文
脈
か
ら
切
り
離
さ
れ
て
、
今
度
は
皇
帝
の
葬
送
儀

表した。
「
擢
歌
」
は
む
ろ
ん
『
文
選
』
魏
都
賦
に
、
蜀
人
の
野
蛮
さ
を
誇
張
す

る
た
め
に
「
明
発
而
擢
歌
」
（
夜
が
明
け
る
ま
で
擢
歌
を
し
た
）
と
記
さ

れ
た
、
彼
ら
の
、
お
そ
ら
く
は
正
月
の
行
事
の
名
称
で
あ
る
。
李
善
注
は

「
擢
歌
」
を
「
巴
土
人
歌
也
。
何
晏
日
。
巴
子
悲
歌
。
相
引
牽
。
連
手
而

跳
歌
也
。
」
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
擢
歌
は
巴
（
四
川
東
部
）
の
士
人
の

歌
で
あ
り
、
何
晏
は
「
巴
の
人
々
が
互
い
に
手
を
引
き
連
ね
跳
び
は
ね
て

歌
う
歌
」
と
注
し
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

な
ぜ
、
漢
の
皇
帝
の
葬
儀
に
お
け
る
男
性
軍
人
ら
に
よ
る
儀
礼
と
、
巴

地
方
の
「
互
い
に
手
を
引
き
連
ね
跳
び
は
ね
て
歌
う
」
野
蛮
な
正
月
行
事

が
、
と
も
に
「
擢
歌
」
と
い
う
語
で
捉
え
ら
れ
る
の
か
。
曹
は
、

巴
命
の
歌
舞
は
、
巴
命
地
方
の
寶
人
の
民
間
歌
舞
で
あ
っ
た
が
、
漢

の
高
祖
が
「
武
王
が
村
を
伐
つ
」
時
の
歌
舞
と
し
て
、
楽
人
に
習
わ

せ
た
こ
と
か
ら
巴
楡
舞
と
呼
ば
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
特
徴
を
ま
と

め
る
と
、
千
人
万
人
が
唱
和
す
る
集
団
歌
舞
で
あ
り
、
ま
た
武
器
を

持
ち
戦
い
に
利
用
さ
れ
る
武
舞
で
舞
曲
を
伴
い
、
後
に
名
を
改
め
て

宗
廟
儀
礼
に
変
化
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
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｢野中古市人歌垣之類」考

礼
で
行
わ
れ
る
「
巴
命
の
擢
歌
」
と
な
る
と
い
う
二
度
の
テ
キ
ス
ト
化
が

行
わ
れ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
な
ぜ
、
そ
う
し
た
テ
キ
ス
ト
化
が

可
能
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
は
、
め
で
た
い
正
月
行
事
が
皇
帝

の
葬
送
儀
礼
で
行
わ
れ
る
と
い
う
点
で
、
本
稿
の
扱
う
「
野
中
古
市
人
歌

垣
之
類
」
の
二
重
性
と
パ
ラ
レ
ル
な
関
係
に
な
っ
て
い
る
。
が
、
こ
の
テ

キ
ス
ト
化
が
何
故
可
能
で
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
、
曹
は
こ
れ
以
上
の
追

究
を
し
て
い
な
い
。

（７）

曹
説
を
承
け
、
工
藤
隆
は
、
「
耀
歌
」
含
文
選
」
魏
都
賦
）
と
記
録
さ

れ
る
よ
う
な
民
間
歌
舞
が
巴
命
地
方
に
は
あ
り
、
一
方
で
そ
の
一
部
が
宮

廷
の
葬
送
儀
礼
「
巴
命
の
擢
歌
」
へ
と
上
昇
し
、
ま
た
一
方
で
、
階
・
唐

時
代
に
宮
廷
に
取
り
込
ま
れ
「
踏
歌
」
と
い
う
祝
賀
儀
礼
と
し
て
独
立
し

た
と
述
べ
て
い
る
。
が
、
や
は
り
な
ぜ
正
月
の
め
で
た
い
民
間
歌
舞
が
皇

帝
の
葬
送
儀
礼
「
巴
命
の
擢
歌
」
に
上
昇
す
る
こ
と
が
可
能
だ
っ
た
の
か

と
い
う
問
題
は
残
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
ま
で
、
「
歌
垣
（
類
と
と
「
擢
歌
」
の
二
重
性
に
つ
い
て
、
近
年

提
出
さ
れ
た
説
を
見
て
き
た
が
、
こ
と
は
、
古
代
日
本
と
い
う
枠
組
み
、

あ
る
い
は
東
ア
ジ
ア
の
王
朝
文
化
の
関
係
史
と
い
う
枠
組
み
の
中
だ
け
で

片
づ
く
も
の
で
は
な
く
、
民
間
に
行
わ
れ
た
東
ア
ジ
ア
の
基
層
文
化
に
ま

（８）

で
目
を
配
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
問
題
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

本
稿
の
目
論
見
に
戻
る
。
遊
部
ネ
ギ
・
ヨ
ヒ
に
よ
る
シ
ャ
ー
マ
ニ
ッ
ク

な
喪
葬
儀
礼
（
先
述
し
た
よ
う
に
こ
れ
が
渡
来
の
原
始
道
教
的
な
も
の
で

あ
る
可
能
性
は
高
い
）
が
、
な
ぜ
渡
来
系
フ
ミ
ヒ
ト
集
団
に
よ
る
歌
垣

（
踏
歌
）
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
行
わ
れ
た
の
か
。

こ
の
問
題
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
、
中
国
西
南
少
数
民
族
の
喪
葬
儀
礼

は
た
い
へ
ん
参
考
に
な
る
。
近
年
、
彼
ら
の
喪
葬
儀
礼
が
、
踏
歌
や
踏
葬

｜
｜
ｌ
｜
イ
族
の
喪
葬
儀
礼
と
モ
ソ
人
の
喪
葬
儀
礼

か
つ
て
、
中
国
少
数
民
族
イ
族
の
喪
葬
儀
礼
を
調
査
し
、
そ
れ
を
分
析

（、）

す
る
中
で
、
お
お
よ
そ
次
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
た
。
近
親
者
の
死
に
際

し
て
、
人
間
は
死
者
を
愛
慕
す
る
と
同
時
に
恐
怖
す
る
。
愛
慕
と
は
死
者

と
一
緒
に
い
た
い
と
い
う
生
と
死
が
入
り
混
じ
っ
た
混
沌
と
し
た
、
個
別

の
感
情
で
あ
り
、
恐
怖
と
は
死
者
の
死
を
認
識
し
、
恐
怖
し
、
早
く
あ
の

世
に
送
っ
て
し
ま
い
た
い
と
い
う
秩
序
の
回
復
を
促
す
共
同
体
の
側
の
感

情
で
あ
る
。
喪
葬
儀
礼
と
は
、
愛
慕
の
情
を
恐
怖
の
情
が
上
ま
わ
り
克
服

す
る
こ
と
を
、
共
同
体
に
属
す
る
人
々
が
演
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
共
同

体
的
秩
序
を
回
復
し
、
近
親
者
の
死
の
悲
し
み
を
癒
す
手
助
け
を
す
る
過

程である。

イ
族
の
場
合
に
は
、
近
親
女
性
が
喪
屋
（
蹟
所
）
で
愛
慕
の
情
を
表
現

す
る
突
き
歌
を
歌
う
一
方
で
、
磧
庭
で
は
ビ
モ
と
呼
ば
れ
る
呪
的
職
能
者

と
共
同
体
の
男
性
が
、
死
者
の
霊
魂
を
こ
の
世
か
ら
祖
先
の
世
界
に
移
行

さ
せ
る
葬
歌
を
歌
い
、
最
終
的
に
男
性
の
葬
歌
が
女
性
の
突
き
歌
を
圧
倒

歌
や
歌
掛
け
と
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
例
が
か
な
り
多
い
こ
と
が
明
ら
か
に
さ

（９）

れ
つ
つ
あ
り
、
そ
の
調
査
記
録
も
徐
々
に
刊
行
さ
れ
は
じ
め
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。
そ
う
い
う
事
例
を
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
本
稿
で
は
長
江
流
域
、

雲
南
省
と
四
川
省
（
か
つ
て
の
巴
蜀
地
方
）
の
省
境
に
暮
ら
す
少
数
民
族

モ
ソ
人
の
喪
葬
儀
礼
で
の
歌
舞
と
、
正
月
な
ど
に
行
わ
れ
る
歌
舞
を
考
察

し
、
そ
こ
か
ら
再
び
こ
の
問
題
を
考
え
よ
う
と
思
う
。
い
ず
れ
も
筆
者
が

（旧）

一
九
九
八
年
、
二
○
○
○
年
に
調
査
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
喪
葬
儀
礼
で
あ

ブ（句０

二
、
モ
ソ
人
の
喪
葬
儀
礼

- ８１ -
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的
に
上
回
る
こ
と
を
共
同
体
全
体
が
演
技
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
秩
序
の

回
復
と
、
近
親
者
の
癒
し
の
手
助
け
が
行
わ
れ
て
い
る
。

モ
ソ
人
の
葬
儀
に
お
い
て
も
、
三
日
間
ほ
ど
の
続
く
蹟
の
あ
い
だ
、
愛

慕
の
情
は
近
親
女
性
に
よ
る
突
き
歌
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
。
一
方
で
呪

的
職
能
者
ダ
パ
と
氏
族
の
長
老
で
葬
儀
を
取
り
仕
切
る
ア
ブ
は
、
死
者
の

霊
が
荒
ぶ
ら
な
い
よ
う
に
、
母
屋
に
置
か
れ
た
棺
に
酒
食
を
献
じ
、
死
者

の
世
界
へ
の
道
を
唱
え
、
祖
先
の
系
譜
に
彼
を
追
加
し
て
ゆ
く
。
た
だ
し
、

こ
の
棺
に
遺
体
は
入
っ
て
い
な
い
・
遺
体
は
母
屋
の
脇
部
屋
の
土
間
に
穴

を
掘
っ
て
、
そ
こ
に
納
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
穴
で
遺
体
は
徐
々
に
腐
敗

し
て
い
く
。
ま
た
、
死
後
硬
直
し
た
遺
体
が
突
然
立
ち
上
が
る
こ
と
を
、

モ
ソ
人
は
死
者
が
悪
霊
と
化
し
た
と
し
て
、
と
て
も
恐
れ
て
い
る
。

そ
の
蹟
の
最
終
日
（
火
葬
前
日
）
の
晩
、
彼
ら
は
ダ
パ
と
ア
ブ
に
よ
る

喪
葬
儀
礼
を
蹟
空
間
か
ら
中
庭
（
磧
庭
）
に
押
し
出
し
て
、
氏
族
の
男
た

ち
、
さ
ら
に
村
内
外
の
男
女
た
ち
の
力
を
も
借
り
な
が
ら
積
極
的
に
死
者

を
あ
の
世
に
移
す
こ
と
を
試
み
る
。
こ
こ
で
、
三
種
類
の
歌
舞
ｌ
シ
ッ

ッ
ォ
、
ハ
ン
バ
、
ジ
ャ
ッ
ッ
ォ
ー
が
行
わ
れ
る
。

磧
庭
で
の
歌
舞
が
終
了
し
た
後
、
母
屋
（
磧
所
）
で
は
、
そ
の
脇
部
屋

か
ら
遺
体
を
掘
り
出
し
、
棺
に
移
す
儀
礼
が
行
わ
れ
る
。
す
で
に
遺
体
は

腐
臭
を
漂
わ
せ
て
い
る
。
筆
者
の
調
査
は
冬
で
あ
っ
た
が
、
夏
八
月
に
こ

の
場
面
を
実
見
し
た
あ
る
研
究
者
は
、
そ
の
臭
気
に
耐
え
ら
れ
ず
、
外
に

（吃）

出
て
嘔
吐
し
た
と
記
し
て
い
る
。
棺
に
移
さ
れ
た
遺
体
は
、
日
の
出
と
と

も
に
火
葬
に
出
立
す
る
。
お
そ
ら
く
、
こ
の
二
重
の
葬
制
は
、
呪
的
職
能

者
ダ
パ
を
中
心
と
し
た
仏
教
以
前
の
葬
法
と
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
葬
法
の

習
合
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
本
稿
で
触
れ
る
余
裕
は
な
い
。

以
下
、
近
親
者
や
共
同
体
の
人
々
の
心
性
の
変
化
に
注
目
し
な
が
ら
、

二
’
二
シ
ツ
ッ
ォ

シ
ッ
ッ
ォ
は
六
○
歳
以
上
の
死
者
の
場
合
に
行
わ
れ
る
。
死
者
の
家
族

は
こ
れ
に
参
加
で
き
な
い
。
呪
的
職
能
者
ダ
パ
が
先
頭
に
立
ち
、
草
の
帽

子
を
被
っ
て
竹
の
杖
を
突
き
、
そ
の
後
ろ
に
氏
族
の
男
た
ち
が
手
を
携
え

て
、
焚
き
火
の
周
り
を
ぐ
る
ぐ
る
と
回
り
な
が
ら
、
歌
を
歌
う
。
以
下
、

（旧）

歌
詞
の
一
部
を
掲
載
す
る
。

磧
庭
で
行
わ
れ
る
歌
舞
を
、
そ
れ
ぞ
れ
を
見
て
ゆ
き
た
い
。

剖引村荊剛訓刺④。（略）

私
た
ち
は
左
側
の
こ
の
足
を
上
げ
る
と
き
、
左
目
を
開
い
て
は
な
ら
な

いＯ私
た
ち
は
右
側
の
こ
の
足
を
上
げ
る
と
き
、
右
目
を
開
い
て
は
な
ら
な

木
の
な
か
で
は
竹
が
最
も
大
き
い
。
ヤ
ク
の
毛
で
作
っ
た
帽
子
を
か
ぶ

り
、
竹
で
作
っ
た
杖
を
突
く

病
だ
病
だ
、
病
の
痛
さ
は
も
え
釦
引
馴
割
引
刈
叫
-
殆
熱
矧
鶏
熱
矧
１
割
剛

病
だ
病
だ
、
病
の
知
ら
せ
が
届
刑
刈
叫
剃
劉
到
昌
馴
回
り
口
祠
劃
滴
ｕ
制

魂
が
駆
け
出
し
た
と
き
は
、
馬
が
弗
忘
曲
り
弓
匡
狗
側
引
晩
劇
斯
馴
引
魂

ほ
か
な
い
③
○

が
、
病
は
治
ら
な
か
っ
た
。
た
だ
、
あ
な
た
の
魂
の
た
め
に
道
を
開
く

が
駆
け
出
し
た
と
い
う
こ
と
だ
②
。

らない古い迦壁討伽御叫闇判加廻佃画

ま
り
は
伝
え
て
い
か
ね
ば
募
甘
夛
劉
Ⅷ
馴
調
判
月
矧
引
の
閥
１
詞
削
到
劉
圃
創

ツォジルイゾ、ツェホジジミ（祖先の名）、畑燭刺州剥判ｕ矧制閃

７
日
、
こ
の
晩
、
蹄
の
あ
る
動
物
の
な
か
召
剛
制
釧
銅
昂
罰
製
割
引
割

⑤。（略） ①。（略）

へ

略
…
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傍
線
部
①
の
「
決
ま
り
」
と
は
、
死
者
は
祖
先
の
地
へ
行
か
ね
ば
な
ら

な
い
と
い
う
決
ま
り
で
あ
る
。
そ
し
て
傍
線
部
②
の
「
魂
が
駆
け
出
す
」

と
は
死
ん
だ
と
い
う
こ
と
。
そ
の
根
拠
を
、
馬
が
一
晩
中
噺
い
た
と
示
し

て
お
り
、
省
略
し
た
が
、
馬
の
次
に
蜜
蜂
、
犬
、
烏
の
異
常
な
行
動
を
繰

り
返
す
こ
と
で
、
死
者
に
、
も
う
あ
な
た
は
死
ん
で
い
る
の
だ
と
い
う
こ

と
を
納
得
さ
せ
る
。
傍
線
部
③
で
は
、
病
が
治
ら
な
か
っ
た
か
ら
、
祖
先

の
地
へ
の
道
を
開
く
ほ
か
な
い
こ
と
が
宣
言
さ
れ
る
。
傍
線
部
④
で
は
、

ん
だ
の
ナ
死
ん
ナ
⑥
．

ヤ
ハ
ハ
、
死
者
の
た
め
の
踊
り
、
死
者
の
た
め
の
踊
り
。
ヤ
ハ
ハ
、
死

１
０

１Ｖ

病
が
治
ら
な
か
っ
た
か
ら
、
祖
先

》
宣
言
さ
れ
る
。
傍
線
部
④
で
は
、

病
が
治
ら
ず
に
あ
な
た
は
死
ん
で

い
る
。
だ
か
ら
も
う
痛
く
は
な
い

し
、
苦
し
く
も
な
い
の
だ
と
、
再

び
そ
の
死
を
認
識
さ
せ
る
。

傍
線
部
⑤
の
「
竹
の
杖
」
「
ヤ

ク
の
帽
子
」
は
、
今
、
ダ
パ
が
身

に
付
け
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ

こ
で
ダ
パ
や
男
た
ち
が
ぐ
る
ぐ
る

回
る
足
取
り
は
、
死
者
を
祖
先
の

地
へ
と
連
れ
て
行
く
足
取
り
な
の

で
あ
る
。
筆
者
の
質
問
に
、
卜

（Ｍ）

デ
ィ
ダ
パ
は
こ
う
や
っ
て
歩
け
ば

「
怖
い
も
の
は
な
い
と
死
者
を
安

心
さ
せ
て
い
る
」
と
い
い
、
ダ

（帽）

フ
ァ
ダ
パ
は
死
者
に
、
「
こ
の
よ
う
に
し
て
祖
先
の
地
に
ま
で
行
け
ば
よ

い
と
い
う
見
本
を
見
せ
な
が
ら
教
え
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
傍
線
部

⑥
で
、
そ
れ
ま
で
単
調
だ
っ
た
足
ど
り
が
、
焚
き
火
の
す
ぐ
近
く
を
踏
ん

で
、
大
き
な
声
で
「
ヤ
ハ
ハ
、
死
ん
だ
の
だ
、
死
ん
だ
の
だ
」
と
そ
の
死

を
宣
言
す
る
。

ダ
フ
ァ
ダ
パ
は
、
シ
ッ
ッ
ォ
の
踊
り
が
終
わ
る
と
、
杖
を
半
分
に
折
っ

て
捨
て
る
が
、
そ
れ
は
「
あ
の
世
と
の
縁
は
切
っ
た
、
あ
の
世
の
門
は
閉

め
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」
と
述
べ
る
。
ダ
パ
と
男
た
ち
は
死
者
を
連
れ

て
祖
先
の
地
に
至
り
、
こ
の
世
と
祖
先
の
地
と
の
境
界
を
閉
じ
て
戻
る
の

で
あ
る
。
こ
う
し
た
表
現
は
イ
族
の
呪
的
職
能
者
ビ
モ
や
男
性
た
ち
の
歌

う
「
指
路
経
（
モ
フ
ァ
と
の
内
容
と
共
通
す
る
。
ビ
モ
も
ま
た
死
者
を

祖
先
の
地
に
ま
で
連
れ
て
行
き
、
「
こ
れ
で
終
わ
り
だ
。
こ
れ
以
上
は
送

ら
な
い
。
戻
る
。
ビ
モ
は
戻
る
。
…
死
者
は
行
き
な
さ
い
。
生
者
の
魂
を

誘
惑
し
て
は
な
ら
な
い
。
」
と
唱
え
て
、
こ
の
世
に
戻
っ
て
く
る
の
で

（旧）

あった。
以
上
、
シ
ッ
ッ
ォ
は
、
繰
り
返
し
死
者
に
そ
の
死
を
認
識
さ
せ
納
得
さ

せ
た
上
で
、
祖
先
の
地
に
ま
で
連
れ
て
行
き
、
両
世
界
の
境
界
を
閉
じ
て

秩
序
を
回
復
す
る
こ
と
を
歌
詞
や
帽
子
を
被
り
杖
を
突
い
て
ぐ
る
ぐ
る
歩

き
回
り
、
杖
を
折
る
と
い
う
身
体
的
行
為
に
よ
っ
て
、
表
現
し
た
歌
舞
で

あ
る
。
箔
所
で
は
遺
体
の
腐
敗
が
進
ん
で
い
る
が
、
そ
の
死
が
蹟
庭
で
宣

言
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

二
’
三
ハ
ン
バ

シ
ッ
ッ
ォ
に
続
い
て
、
ハ
ン
バ
が
行
わ
れ
る
。
ま
ず
蹟
の
行
わ
れ
て
い

る
母
屋
で
、
家
族
を
除
く
氏
族
の
男
性
が
二
人
一
組
に
な
り
、
鎧
と
兜
に

-８３-
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斉
に
笑
い
、
最
後
に
ダ
パ
が
登
場
し
、
そ
の
滑
稽
な
し
ぐ
さ
に
大
き
な
笑

い
が
起
き
た
。

こ
れ
は
二
○
○
○
年
に
筆
者
の
実
見
し
た
ハ
ン
バ
で
あ
る
が
、
一
九
八

七
年
に
同
じ
ワ
ラ
ビ
村
で
行
わ
れ
た
ハ
ン
バ
を
中
国
人
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

沈
徹
が
調
査
し
た
際
に
は
、
そ
の
笑
い
は
よ
り
強
烈
な
も
の
で
あ
っ
た
。

（Ⅳ）

少
々
、
引
用
す
る
。

夜
に
な
る
と
こ
の
二
日
間
家
の
中
を
満
た
し
て
い
た
悲
し
い
雰
囲

気
は
も
う
一
つ
の
送
別
の
儀
式
で
完
全
に
払
拭
さ
れ
た
。
（
中
略
）

ダ
パ

偽
達
巴
た
ち
（
ダ
パ
の
指
名
で
ハ
ン
バ
を
行
っ
て
い
る
男
性
た
ち

遠
藤
注
）
は
何
度
も
交
替
し
た
。
あ
る
者
は
登
場
す
る
と
同
時
に
地

身
を
固
め
、
腰
に
鈴
を
つ
け
、
木

製
の
刀
を
持
ち
、
外
に
繰
り
出
す

準
備
を
す
る
。
そ
し
て
ダ
パ
の
掛

け
声
と
と
も
に
、
二
人
は
奇
声
を

発
し
て
中
庭
に
飛
び
出
し
て
い
き
、

焚
き
火
の
周
り
で
、
鹿
や
熊
な
ど

の
動
物
の
真
似
を
し
な
が
ら
、
刀

で
悪
霊
を
探
し
出
し
、
突
き
刺
す
。

そ
の
後
、
ダ
パ
の
指
示
で
男
性
は

何
度
も
入
れ
替
わ
り
、
同
じ
よ
う

に
悪
霊
を
探
し
出
し
、
退
治
す
る
。

何
度
か
繰
り
返
し
て
い
く
中
で
、

滑
稽
な
ふ
り
で
動
物
を
演
じ
る
も

の
が
現
わ
れ
、
周
り
の
観
客
は
一

そ
の
滑
稽
な
し
ぐ
さ
に
大
き
な
笑

ハ
ン
バ
は
ダ
パ
と
家
族
以
外
の
成
人
男
性
に
よ
っ
て
踊
ら
れ
る
。
ト

デ
ィ
ダ
パ
は
こ
の
踊
り
の
意
義
を
、
死
者
の
霊
魂
が
無
事
に
祖
先
の
地
に

行
け
る
よ
う
に
、
そ
の
途
次
に
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
悪
霊
を
祓
い
、
死
者
の

霊
魂
が
安
心
し
て
出
発
で
き
る
よ
う
に
さ
せ
て
い
る
と
い
う
。
動
物
の
真

似
を
す
る
の
は
、
「
そ
の
動
物
の
よ
う
に
強
い
力
が
自
分
に
は
あ
る
こ
と

（旧）

を
悪
霊
に
示
し
て
い
る
」
の
だ
と
ア
ウ
ォ
チ
ピ
は
述
べ
て
い
る
。
ハ
ン
バ

は
、
死
者
を
祖
先
の
地
に
送
る
途
次
に
現
れ
る
悪
霊
を
探
し
出
し
て
退
治

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
死
者
が
跨
跨
わ
ず
安
心
し
て
祖
先
の
地
に
行
く
こ

と
を
促
す
踊
り
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
モ
ソ
人
は
ハ
ン
バ
に
よ
っ
て
祓
わ
れ
る
悪
霊
を
、
今
、
蹟
に

あ
る
死
者
の
霊
魂
と
区
別
し
て
い
る
わ
け
だ
。
し
か
し
、
そ
の
遺
体
は

徐
々
に
腐
敗
し
臭
気
を
発
し
始
め
て
い
る
。
そ
の
遺
体
に
は
、
彼
を
死
に

面
を
転
げ
ま
わ
り
、
あ
る
者
は
仰
向
け
に
転
倒
し
、
あ
や
う
く
焚
き

や
け
ど

火
で
尻
を
火
傷
し
そ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
冗
談
の
つ
も
り
で
本
当
に

喧
嘩
を
は
じ
め
る
者
も
い
た
。
阿
甫
は
佳
境
に
達
す
る
と
、
羊
の
毛

皮
の
衣
装
を
ま
と
い
、
手
に
は
長
い
棒
を
も
ち
、
鬼
退
治
を
真
面
目

に
行
わ
な
い
者
を
戒
め
、
さ
ら
に
は
わ
ざ
と
真
面
目
な
顔
を
し
て
、

大
声
で
叱
り
と
ば
す
。
し
か
し
、
自
分
自
身
は
酒
に
酔
い
つ
ぶ
れ
、

い
ろ
い
ろ
と
お
か
し
な
動
作
を
演
じ
、
見
物
人
の
爆
笑
を
買
う
。
こ

れ
に
達
巴
や
偽
達
巴
た
ち
の
奇
声
と
毛
皮
の
衣
装
に
つ
け
ら
れ
た
鈴

の
騒
が
し
い
音
が
加
わ
り
、
会
場
は
た
だ
な
ら
ぬ
騒
音
に
つ
つ
ま
れ
、

葬
儀
と
い
う
よ
り
、
に
ぎ
や
か
な
集
会
ま
た
は
喜
劇
が
演
じ
ら
れ
て

い
る
よ
う
な
雰
囲
気
に
つ
つ
ま
れ
る
。
人
び
と
は
、
こ
れ
は
死
者
が

愉
快
に
こ
の
世
を
去
る
よ
う
に
す
る
た
め
だ
、
と
述
べ
て
い
る
。
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追
い
や
っ
た
悪
霊
が
入
り
込
も
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
遺
体
は
い
つ
悪
霊

（
荒
魂
）
と
化
す
か
わ
か
ら
な
い
状
態
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
そ
の
姿
を
こ

の
踊
り
を
踊
り
な
が
ら
想
起
し
て
い
る
は
ず
だ
。
彼
ら
が
祓
お
う
と
し
て

い
る
の
は
、
祖
先
の
地
へ
向
か
お
う
と
す
る
死
者
の
霊
魂
を
邪
魔
し
、
死

者
を
悪
霊
と
化
そ
う
と
す
る
悪
霊
で
あ
る
と
彼
ら
は
認
識
し
て
い
る
が
、

そ
の
悪
霊
と
死
者
の
霊
魂
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
は
ひ
と
ま
ず
保
留
し

（旧）

ておく。
ハ
ン
バ
の
笑
い
、
沈
撤
が
記
述
す
る
一
九
八
三
年
の
爆
笑
に
は
ど
の
よ

う
な
意
味
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
沈
徹
は
「
死
者
が
愉
快
に
こ
の
世
を
去

る
よ
う
に
す
る
た
め
」
だ
と
い
う
聞
き
書
き
を
し
て
い
る
が
、
こ
こ
に
は
、

例
え
ば
『
古
事
記
』
天
岩
屋
戸
条
に
見
え
る
ア
メ
ノ
ウ
ズ
メ
の
シ
ャ
ー
マ

ニ
ッ
ク
な
歌
舞
と
神
々
の
笑
い
（
「
咲
」
）
や
、
神
武
天
皇
条
の
久
米
歌
の

「
廟
咲
」
の
よ
う
な
、
「
咲
」
と
い
う
文
字
に
よ
っ
て
表
さ
れ
る
、
生
の
力

を
顕
現
さ
せ
る
こ
と
で
悪
霊
を
退
治
す
る
、
根
源
的
な
笑
い
の
呪
力
が
あ

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
埼
玉
県
本
庄
市
前
の
山
古
墳
出
土
の
盾
持
人
物
埴

輪
三
体
（
六
世
紀
）
は
、
石
室
の
外
側
に
、
楯
を
持
っ
て
外
を
向
い
て（釦）

立
っ
て
お
り
、
う
ち
二
体
は
歯
を
む
き
出
し
に
し
て
大
笑
い
を
し
て
い
る
。

ハ
ン
バ
の
笑
い
も
、
彼
を
死
に
至
ら
し
め
、
彼
を
悪
霊
と
化
そ
う
と
す
る

悪
霊
を
祓
う
呪
力
を
持
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

’
’
’
四
ジ
ャ
ッ
ッ
ォ

シ
ッ
ッ
ォ
、
ハ
ン
バ
の
後
、
死
者
が
七
○
歳
以
上
の
長
寿
で
あ
れ
ば
、

ジ
ャ
ッ
ッ
ォ
と
い
う
歌
舞
が
踊
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
死
者
の
家
族
は
踊
ら

な
い
。
ジ
ャ
ッ
ッ
ォ
は
若
い
男
女
が
手
に
手
を
携
え
、
地
面
を
強
く
リ
ズ

ミ
カ
ル
に
踏
み
鳴
ら
し
て
ぐ
る
ぐ
る
回
り
な
が
ら
歌
い
踊
る
歌
舞
で
あ
る
。

正
月
（
春
節
）
、
結
婚
式
、
季
節
の
祭
、
新
築
儀
礼
な
ど
の
め
で
た
い
場

で
行
わ
れ
る
が
、
そ
れ
と
同
じ
旋
律
、
同
じ
歌
詞
の
ジ
ャ
ッ
ッ
ォ
が
喪
葬

儀
礼
で
も
行
わ
れ
る
。
葬
儀
で
ジ
ャ
ッ
ッ
ォ
を
踊
る
こ
と
の
意
義
に
つ
い

て
、
ダ
フ
ァ
ダ
パ
は
「
喜
ん
で
死
者
を
送
っ
て
い
く
と
い
う
意
味
」
で
あ

る
と
述
べ
、
ト
デ
ィ
ダ
パ
は
「
こ
の
死
者
は
寿
命
を
い
っ
ぱ
い
生
き
て
め

で
た
い
と
い
う
意
味
」
で
あ
る
と
述
べ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
そ
の
死
の

「
め
で
た
さ
」
を
強
調
し
て
い
る
。
家
族
が
そ
の
死
を
悲
し
む
こ
と
は
、

ス
ム
ー
ズ
に
死
者
を
あ
の
世
に
移
行
さ
せ
る
こ
と
を
阻
む
。
だ
か
ら
、
共

同
体
は
家
族
を
除
外
し
て
盛
大
な
ジ
ャ
ッ
ッ
ォ
を
行
い
、
そ
の
死
を
す
で

に
「
め
で
た
い
こ
と
」
と
し
て
し
ま
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
死
者
を
あ
の
世

に
移
行
さ
せ
よ
う
と
す
る
。
箔
所
で
遺
体
は
悪
霊
（
荒
魂
）
と
な
る
可
能

（割）

星
野
紘
に
よ
れ
ば
、
こ
の
形
式
の
歌

舞
は
、
雲
南
省
を
は
じ
め
と
し
た
中

国
の
西
南
地
域
に
濃
密
に
分
布
す
る

が
、
「
東
北
の
エ
ヴ
ェ
ン
キ
族
、
西

北
部
の
チ
ベ
ッ
ト
族
、
そ
し
て
雲
南

省
、
貴
州
省
あ
た
り
の
西
南
部
の
相

当
数
の
諸
民
族
、
更
に
は
東
南
部
の

高
山
族
に
至
る
ま
で
…
中
国
国
境
沿

い
一
円
に
」
分
布
し
て
い
る
と
い
う
。

星
野
は
日
本
の
盆
踊
り
の
起
源
を
中

国
に
求
め
て
お
り
、
日
本
も
ま
た
そ

の
一
円
に
位
置
す
る
と
考
え
て
い
る

のである。

さ
て
、
モ
ソ
人
の
ジ
ャ
ッ
ッ
ォ
は
、
- ８５ -
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（龍）

葬
儀
で
ジ
ャ
ッ
ッ
ォ
を
踊
る
こ
と
の
意
義
を
、
金
龍
哲
は
「
若
者
が
恋

人
を
見
つ
け
、
走
婚
（
妻
問
い
関
係
遠
藤
注
）
関
係
を
築
き
、
愛
を
営

み
、
新
し
い
生
命
を
育
む
機
会
で
も
あ
る
。
死
と
生
、
悲
と
喜
の
循
環
で

あ
る
」
と
述
べ
る
。
そ
う
い
う
見
方
も
一
面
で
は
可
能
か
も
し
れ
な
い
が
、

死
を
「
め
で
た
い
こ
と
」
と
し
て
死
者
を
送
る
た
め
に
踊
ら
れ
る
ジ
ャ
ッ

ッ
ォ
の
一
環
に
、
恋
愛
の
契
機
も
孕
ま
れ
る
の
だ
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。

性
を
宿
し
て
腐
敗
し
て
い
く
。
そ
の
事
実
を
想
起
し
な
が
ら
、
磧
庭
で
は
、

す
で
に
死
者
が
無
事
に
祖
先
の
地
に
た
ど
り
つ
い
た
め
で
た
さ
と
し
て
予

祝
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

そ
の
「
め
で
た
さ
」
の
一
環
に
恋
愛
の
契
機
も
孕
ま
れ
て
く
る
。
ア

ウ
ォ
チ
ピ
は
ジ
ャ
ッ
ッ
ォ
に
お
け
る
恋
愛
の
あ
り
よ
う
を
次
の
よ
う
に
述

べている。
昔
は
、
あ
る
村
の
あ
る
家
で
葬
儀
や
新
築
儀
礼
が
あ
る
と
い
う
情
報

が
流
れ
る
と
、
こ
の
村
の
若
い
男
女
は
一
緒
に
な
っ
て
そ
の
家
に
踊

り
に
行
っ
た
。
そ
う
す
る
と
、
ど
の
村
の
踊
り
が
す
ば
ら
し
い
な
ど

と
い
う
評
判
が
立
つ
。
だ
か
ら
、
自
分
の
村
の
す
ば
ら
し
さ
を
見
せ

つ
け
よ
う
と
し
て
踊
っ
た
。
そ
う
い
う
中
で
、
恋
が
芽
生
え
る
と
い

う
こ
と
も
あ
っ
た
。
自
分
の
村
の
男
女
は
隣
同
士
で
手
を
組
ん
で
踊

る
が
、
仮
に
大
き
な
輪
で
踊
っ
て
い
て
、
別
の
村
の
女
性
が
気
に
入
っ

て
も
、
そ
こ
に
行
っ
て
踊
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
そ
ん
な
こ
と
を

す
る
と
、
そ
の
女
性
の
村
の
男
に
殴
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
か
ら
だ
。

だ
か
ら
、
そ
の
ジ
ャ
ッ
ッ
ォ
が
終
わ
っ
て
か
ら
、
こ
っ
そ
り
告
白
を

す
る
こ
と
に
な
る
。

こ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
の
遊
部
に
つ
い
て
の
研
究
を
参
考
に
し
つ
つ
、
モ

ソ
人
の
喪
葬
儀
礼
を
東
ア
ジ
ア
の
基
層
的
葬
送
儀
礼
の
一
つ
の
モ
デ
ル
と

し
て
、
遊
部
ネ
ギ
・
ョ
上
に
よ
る
喪
葬
儀
礼
と
そ
の
変
容
を
、
具
体
的
に

イ
メ
ー
ジ
し
て
み
た
い
。

か
つ
て
、
天
皇
の
箔
所
で
は
、
「
古
事
記
』
ア
メ
ノ
ワ
カ
ヒ
コ
の
喪
葬

儀
礼
か
ら
推
測
さ
れ
る
よ
う
に
、
女
性
が
突
き
歌
を
歌
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。

そ
れ
は
イ
族
や
モ
ソ
人
の
そ
れ
か
ら
推
測
さ
れ
る
よ
う
に
、
死
者
の
死
を

否
認
し
、
そ
の
突
然
の
死
を
非
難
し
、
戻
っ
て
き
て
ほ
し
い
と
歌
う
、
愛

慕
の
情
に
出
た
歌
々
で
あ
っ
た
ろ
う
。

そ
こ
へ
死
者
の
荒
ぶ
る
魂
を
鎮
め
、
あ
の
世
へ
送
る
呪
的
職
能
者
ネ
ギ

こ
の
晩
、
磧
庭
で
行
わ
れ
る
三
種
類
の
歌
舞
は
、
ダ
パ
や
氏
族
の
男
性

に
よ
っ
て
、
死
者
を
こ
の
世
か
ら
切
り
離
し
、
祖
先
の
地
に
連
れ
て
行
く

シ
ッ
ッ
ォ
と
、
そ
の
途
次
に
現
れ
て
そ
れ
を
妨
げ
る
悪
霊
や
、
遺
体
に
宿

り
死
者
の
霊
魂
を
悪
霊
と
化
そ
う
と
す
る
悪
霊
を
退
治
す
る
ハ
ン
バ
の
所

作
と
笑
い
に
よ
っ
て
一
気
に
高
潮
し
た
生
の
威
力
を
、
今
度
は
、
村
内
外

の
男
女
も
加
わ
る
、
よ
り
祝
祭
的
で
生
の
力
を
顕
現
さ
せ
る
ジ
ャ
ッ
ッ
ォ

に
よ
っ
て
さ
ら
に
拡
大
し
、
そ
の
死
を
「
め
で
た
い
こ
と
」
と
し
て
、
ス

ム
ー
ズ
に
死
者
を
祖
先
の
地
に
送
っ
て
し
ま
う
も
の
で
あ
る
。
蹟
庭
で
行

わ
れ
る
こ
れ
ら
の
歌
舞
は
、
箔
内
部
で
進
行
し
て
い
る
遺
体
の
腐
敗
に

よ
っ
て
顕
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
死
者
の
悪
霊
化
を
鎮
め
、
祓
う
秘
技
を
、

あ
ら
か
じ
め
蹟
庭
に
押
し
出
し
て
、
す
で
に
死
者
の
魂
は
従
順
に
祖
先
の

地
に
た
ど
り
つ
く
和
魂
と
な
っ
た
と
し
て
祝
っ
て
し
ま
う
も
の
で
あ
る
。

蹟
内
部
の
秘
技
が
磧
庭
で
も
ど
か
れ
る
と
い
っ
て
も
よ
い
。

三
、
野
中
古
市
人
歌
垣
之
類
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と
ョ
上
が
酒
食
を
持
ち
、
刀
や
戈
を
携
え
て
入
っ
て
く
る
。
蹟
所
は
遺
体

の
腐
敗
が
進
み
、
腐
臭
に
満
ち
て
い
る
。
こ
の
状
況
は
、
死
者
の
霊
魂
が

荒
ぶ
り
つ
つ
あ
る
こ
と
を
容
易
に
想
起
さ
せ
る
。
ョ
上
は
酒
食
を
死
霊
に

献
じ
て
そ
の
死
霊
が
荒
ぶ
ら
な
い
よ
う
に
し
、
ネ
ギ
と
ヨ
ヒ
は
死
霊
に
そ

の
死
を
認
識
さ
せ
、
あ
の
世
へ
の
行
き
方
を
教
え
る
辞
を
告
げ
る
。
ま
た

刀
や
戈
を
用
い
た
身
体
的
所
作
に
よ
っ
て
死
者
の
荒
ぶ
る
霊
魂
を
鎮
め
、

ま
た
死
者
を
死
に
至
ら
し
め
た
悪
霊
を
撃
退
し
、
死
者
に
あ
の
世
に
行
く

こ
と
を
勧
告
す
る
。
こ
う
し
た
刀
や
戈
を
持
っ
て
の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ッ
ク
な

儀
礼
は
先
述
の
よ
う
に
渡
来
系
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

（認）

か
つ
て
、
久
保
哲
三
は
考
古
学
の
立
場
か
ら
、
ネ
ギ
・
ョ
上
の
儀
礼
を

「
死
者
鎮
魂
の
儀
礼
」
と
捉
え
、
「
魂
の
あ
ら
ぶ
る
状
態
と
は
、
全
身
に
悪

霊
が
宿
る
こ
と
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
、
屍
体
が
異
臭
を
は
な
ち
、
蛆
た

か
れ
こ
ろ
ろ
ぐ
る
様
子
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
腐
燗
し
た
死
体
が

白
骨
化
す
れ
ば
異
臭
は
去
り
、
そ
こ
か
ら
は
む
し
ろ
清
浄
な
感
を
受
け
、

死
者
の
霊
が
落
ち
着
き
を
得
た
こ
と
を
感
ず
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
腐
燗

し
た
屍
体
の
骨
肉
を
分
離
す
る
手
段
と
し
て
は
洗
骨
が
考
え
ら
れ
る
」
と

述
べ
、
遊
部
の
職
掌
は
具
体
的
に
は
骨
肉
分
離
と
し
て
洗
骨
や
塗
朱
（
遺

骨
に
朱
を
塗
布
し
て
包
み
込
む
）
を
施
す
儀
礼
を
想
定
し
て
い
る
。
ま
た
、

（訓）

五
来
重
は
、
遊
部
は
蹟
の
な
か
で
、
「
荒
魂
の
霊
を
鎮
め
る
た
め
に
、
鎮

魂
の
神
楽
を
し
た
」
と
述
べ
る
。
五
来
は
、
神
楽
の
起
源
を
恐
怖
的
霊
魂

観
念
に
対
す
る
タ
マ
シ
ズ
メ
の
鎮
魂
に
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
こ
う
し
た

荒
魂
は
「
と
く
に
死
し
て
間
も
な
い
死
霊
や
自
然
死
で
な
い
不
慮
・
非
業

の
死
霊
」
な
の
だ
と
い
う
。

さ
て
、
こ
こ
ま
で
の
儀
礼
は
蹟
内
部
で
行
わ
れ
る
、
い
わ
ば
秘
儀
で

あ
っ
た
が
、
ネ
ギ
と
ョ
上
に
よ
る
秘
儀
は
次
第
に
蹟
の
外
に
押
し
出
さ
れ
、

蹟
庭
で
模
倣
さ
れ
拡
大
さ
れ
る
。
い
わ
ば
も
ど
き
で
あ
る
。
蹟
庭
で
、
死

者
を
あ
の
世
に
移
行
さ
せ
る
力
は
遊
部
の
男
た
ち
の
持
つ
刀
や
戈
、
声
や

笑
い
に
よ
っ
て
強
化
さ
れ
、
さ
ら
に
、
フ
ミ
ヒ
ト
集
団
の
多
数
の
男
女
が
、

死
者
が
あ
の
世
に
行
く
こ
と
の
「
め
で
た
さ
」
と
し
て
歌
垣
（
踏
歌
）
の

よ
う
な
も
の
を
行
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
「
め
で
た
さ
」
は
恋
愛
の
契
機

を
孕
み
、
悪
霊
が
退
治
さ
れ
、
死
者
の
魂
が
和
魂
と
し
て
祖
先
の
地
に
た

ど
り
つ
い
た
こ
と
へ
の
寿
ぎ
で
も
あ
っ
た
。

「
但
此
条
遊
部
。
謂
野
中
古
市
人
歌
垣
之
類
是
」
と
い
う
書
き
方
か
ら

す
る
と
、
「
古
記
」
の
記
述
さ
れ
た
大
宝
年
間
、
あ
る
い
は
「
令
集
解
』

の
記
述
さ
れ
た
九
世
紀
前
半
に
は
、
す
で
に
遊
部
ネ
ギ
と
ョ
上
に
よ
る
箔

内
部
で
の
秘
儀
や
、
彼
ら
が
中
心
と
な
っ
て
行
っ
た
シ
ャ
ー
マ
ニ
ッ
ク
な

歌
舞
は
す
で
に
失
わ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

遊
部
の
衰
退
に
つ
い
て
、
前
掲
久
保
論
文
は
、
横
穴
式
石
室
が
採
用
さ

れ
蹟
と
葬
が
同
じ
場
所
で
行
わ
れ
る
段
階
に
な
る
と
、
「
蹟
所
で
鎮
魂
儀

礼
に
従
事
し
て
い
た
人
々
も
ま
た
転
身
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
」
と
こ

れ
を
古
墳
の
形
態
の
変
化
に
求
め
、
一
方
、
前
掲
五
来
書
は
「
八
世
紀
初

め
の
持
統
天
皇
か
ら
文
武
、
元
明
、
元
正
、
聖
武
天
皇
に
至
っ
て
、
火
葬

と
仏
教
葬
祭
に
換
わ
る
な
か
で
過
程
で
蹟
が
廃
止
さ
れ
」
る
と
、
こ
れ
を

仏
教
と
の
関
連
性
に
求
め
て
い
る
。
あ
る
い
は
、
大
化
の
薄
葬
令
に
よ
る

死
の
合
理
化
が
拍
車
を
か
け
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

モ
ソ
人
の
蹟
で
呪
的
職
能
者
ダ
パ
や
喪
葬
を
執
り
行
う
長
老
ア
ブ
を
始

め
と
し
た
男
た
ち
が
、
遺
体
に
接
触
す
る
の
は
、
火
葬
前
日
の
歌
舞
が
終

わ
っ
た
後
、
女
性
や
子
供
を
母
屋
か
ら
締
め
出
し
て
、
遺
体
を
脇
部
屋
の

穴
か
ら
掘
り
出
し
、
棺
に
移
す
時
で
あ
る
。
そ
の
後
、
日
の
出
と
と
も
に

遺
体
は
火
葬
さ
れ
る
。
こ
こ
に
は
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
と
の
習
合
に
よ
る
死
の
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喪
葬
儀
礼
で
行
わ
れ
る
シ
ャ
ー
マ
ニ
ッ
ク
な
秘
儀
、
そ
の
秘
儀
が
模

倣
・
拡
大
さ
れ
、
そ
の
死
を
「
め
で
た
い
こ
と
」
と
し
て
あ
の
世
に
送
る

「
野
中
古
市
歌
垣
類
」
へ
の
連
続
性
は
、
死
者
を
愛
慕
す
る
心
性
を
克
服

し
、
死
者
を
恐
怖
す
る
が
ゆ
え
に
無
事
に
あ
の
世
に
送
ら
ね
ば
な
ら
な
い

と
い
う
心
性
の
変
化
と
対
応
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
中
国
の
擢
歌
、

古
代
日
本
の
擢
歌
、
渡
来
の
フ
ミ
ヒ
ト
集
団
に
よ
る
原
始
道
教
的
秘
儀
な

ど
の
基
底
に
あ
る
、
東
ア
ジ
ア
の
基
層
的
喪
葬
儀
礼
の
構
造
と
し
て
、
広

く
東
ア
ジ
ア
に
広
が
っ
て
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
が
、
今

後
の
課
題
と
し
た
い
。

認
識
の
多
重
性
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。

横
穴
式
石
室
の
採
用
、
あ
る
い
は
仏
教
と
の
習
合
、
大
化
の
薄
葬
令
に

よ
る
死
の
合
理
化
な
ど
に
よ
っ
て
、
遊
部
は
衰
退
に
向
か
い
、
蹟
に
お
け

る
ネ
ギ
・
ョ
上
の
秘
儀
や
、
蹟
庭
に
お
い
て
彼
ら
が
中
心
と
な
っ
て
行
う

シ
ャ
ー
マ
ニ
ッ
ク
な
歌
舞
は
姿
を
消
し
た
。
八
世
紀
前
半
、
あ
る
い
は
九

世
紀
前
半
ま
で
残
っ
た
の
が
、
蹟
内
部
の
秘
儀
が
模
倣
・
拡
大
さ
れ
、
そ

の
死
を
「
め
で
た
い
こ
と
」
と
し
て
あ
の
世
に
送
る
、
い
わ
ば
秘
儀
の
も

ど
き
の
部
分
で
あ
る
「
野
中
古
市
人
歌
垣
之
類
」
で
あ
っ
た
の
だ
。
そ
れ

は
死
者
の
魂
が
和
魂
と
し
て
祖
先
の
地
へ
向
か
っ
た
こ
と
、
死
と
と
も
に

現
出
し
た
悪
霊
が
祓
わ
れ
た
こ
と
を
寿
ぎ
、
恋
愛
の
契
機
ま
で
を
も
孕
む

儀
礼
で
あ
っ
た
。

注
（
１
）
土
橋
寛
『
古
代
歌
謡
と
儀
礼
の
研
究
』
（
岩
波
書
店
・
一
九
六
五
年
）

ほか。

お
わ
り
に

（
２
）
工
藤
隆
『
歌
垣
と
神
話
を
さ
か
の
ぼ
る
ｌ
少
数
民
族
文
化
と
し
て

の
日
本
古
代
文
学
」
（
新
典
社
．
一
九
九
九
年
）
、
工
藤
隆
・
岡
部
隆

志
『
中
国
少
数
民
族
歌
垣
調
査
全
記
録
１
９
９
８
」
（
大
修
館
書
店
・

二
○
○
○
年
）
を
始
め
と
し
た
一
連
の
研
究
。
そ
の
研
究
史
的
把
握

に
、
遠
藤
『
古
代
の
歌
ｌ
ア
ジ
ア
の
歌
文
化
と
日
本
古
代
文
学
」
（
瑞

木
書
房
・
二
○
○
九
年
）
、
工
藤
隆
「
歌
垣
論
の
現
在
」
（
「
ア
ジ
ア

民
族
文
化
研
究
」
Ｍ
号
・
二
○
一
五
年
三
月
）
、
真
下
厚
「
歌
垣
の

妻
争
い
ｌ
日
本
古
代
と
中
国
少
数
民
族
と
Ｉ
」
（
「
伝
承
文
学
研
究
」

糾
号
・
二
○
一
五
年
八
月
）
な
ど
が
あ
る
。

（
３
）
『
令
集
解
』
及
び
「
古
記
」
、
「
令
釈
」
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
は
、

日
本
思
想
大
系
『
律
令
」
の
解
説
（
井
上
光
貞
）
に
従
っ
た
。

（
４
）
加
藤
謙
吉
『
大
和
政
権
と
フ
ミ
ヒ
ト
制
」
（
吉
川
弘
文
館
・

二○○二年）

（
５
）
工
藤
隆
「
歌
垣
論
の
現
在
」
（
「
ア
ジ
ア
民
族
文
化
研
究
」
Ｍ
号
・

二
○
一
五
年
三
月
）

（
６
）
曹
味
梅
『
歌
垣
と
東
ア
ジ
ア
の
古
代
歌
謡
」
（
笠
間
書
院
・

二○一一年）

（
７
）
同
注
（
５
）

（
８
）
擢
歌
と
歌
垣
の
関
連
に
つ
い
て
、
曹
説
を
踏
ま
え
つ
つ
、
遠
藤
「
曜

歌
と
ウ
タ
ガ
キ
」
（
「
日
本
文
学
」
二
○
一
三
年
一
二
月
号
）
に
述
べ
た
。

（
９
）
若
林
弘
子
『
高
床
式
建
物
の
源
流
』
（
弘
文
堂
・
一
九
八
六
年
）
、

手
塚
恵
子
「
う
た
い
掛
け
る
者
と
う
た
い
掛
け
ら
れ
る
者
ｌ
壮
族
の

人
生
儀
礼
に
お
け
る
う
た
の
掛
け
合
い
と
そ
の
規
範
」
（
「
待
兼
山
論

叢
」
第
二
四
号
．
一
九
九
○
年
三
月
）
、
内
田
る
り
子
「
タ
イ
国
の

少
数
民
族
の
歌
垣
」
（
「
自
然
と
文
化
」
一
九
九
○
年
夏
季
号
）
、
山

田
直
巳
「
雲
南
省
大
理
白
族
の
葬
送
歌
唱
ｌ
永
香
村
踏
葬
歌
」
（
「
ア

ジ
ア
民
族
文
化
研
究
」
９
号
．
二
○
一
○
年
三
月
）
、
飯
島
奨
「
中
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（
四
）
死
者
の
霊
魂
と
悪
霊
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
は
、
遠
藤
注

（
Ｂ
）
論
文
に
て
考
察
を
進
め
た
。
参
照
願
い
た
い
。

（
別
）
埼
玉
県
本
庄
市
教
育
委
員
会
編
『
旭
・
小
島
古
墳
群
ｌ
前
の
山
古

墳
ｌ
』
（
同
委
員
会
・
二
○
○
一
年
）

国
漢
族
の
掛
け
歌
」
（
岡
部
隆
志
・
手
塚
恵
子
・
真
下
厚
編
『
歌
の

起
源
を
探
る
・
歌
垣
」
（
三
弥
井
書
店
・
二
○
二
年
）
所
収
）
な
ど
。

（
皿
）
一
九
九
八
年
二
月
二
九
日
、
雲
南
省
寧
痕
県
永
寧
郷
落
水
村
で

の
調
査
。
及
び
、
二
○
○
○
年
一
月
七
日
、
雲
南
省
寧
痕
県
永
寧
郷

ワ
ラ
ビ
村
ア
バ
家
で
の
調
査
。

（
Ⅱ
）
遠
藤
耕
太
郎
『
古
代
の
歌
ｌ
ア
ジ
ア
の
歌
文
化
と
日
本
古
代
文
学
」

（
瑞
木
書
房
・
二
○
○
九
年
）

（
ｕ
）
荒
谷
豊
「
白
い
〃
厘
″
の
現
場
へ
ｌ
ナ
シ
族
ト
ン
パ
の
『
死
者
の
書
」

の
言
語
行
為
ｌ
」
（
佐
野
賢
治
編
『
西
南
中
国
納
西
族
・
葬
族
の
民

族
文
化
ｌ
民
俗
宗
教
の
比
較
研
究
ｌ
」
（
勉
誠
出
版
・
一
九
九
九
年
）

所収）

（
Ｂ
）
す
べ
て
の
歌
詞
は
、
遠
藤
「
東
ア
ジ
ア
の
喪
葬
歌
舞
と
歌
垣
ｌ
モ

ソ
人
の
喪
葬
歌
舞
を
モ
デ
ル
と
し
て
ｌ
」
（
「
ア
ジ
ア
民
族
文
化
研
究
」

賜
号
・
二
○
一
六
年
三
月
）
に
掲
載
予
定
。

（
Ⅲ
）
ト
デ
ィ
ダ
パ
（
雲
南
省
寧
痕
県
永
寧
郷
ワ
ラ
ビ
村
の
ダ
パ
・

一
九
七
二
年
生
）
二
○
一
五
年
八
月
二
三
日
聞
き
書
き
。

（
焔
）
ダ
フ
ァ
ダ
パ
（
四
川
省
前
所
鎮
の
ダ
パ
・
一
九
三
三
年
生
）

二
○
一
五
年
八
月
二
二
日
聞
き
書
き
。

（
焔
）
同
注
（
ｕ
）

（
Ⅳ
）
沈
徹
著
謹
佐
強
訳
「
西

国
紀
行
選
書
・
一
九
九
三
年
）

（
肥
）
ア
ウ
ォ
チ
ピ
（
ワ
ラ
ビ
村

二
一
日
聞
き
書
き
。

『
西
南
秘
境
万
里
行
』

一
九
四
六
年
生
）
二
○
一
五
年
八
月

（
恒
文
社
現
代
中

（
Ⅲ
）
星
野
紘
『
歌
垣
と
反
閑
の
民
族
誌
ｌ
中
国
に
古
代
の
歌
舞
と
訪
ね

て
ｌ
』
（
創
樹
社
・
一
九
九
六
年
）

（
〃
）
金
龍
哲
『
東
方
女
人
国
の
教
育
モ
ソ
人
の
母
系
社
会
に
お
け
る

伝
統
文
化
の
行
方
』
（
大
学
教
育
出
版
・
二
○
二
年
）

（
羽
）
久
保
哲
三
「
古
代
前
期
に
お
け
る
二
重
葬
制
に
つ
い
て
」
（
早
稲

田
大
学
史
学
会
編
「
史
観
」
・
一
九
六
七
年
三
月
）

（
別
）
五
来
重
「
遊
部
考
」
（
仏
教
文
学
研
究
会
編
「
仏
教
文
学
研
究
（
一
）
」
・

一九六三年）

（付記）・本
稿
は
、
二
○
一
五
年
九
月
五
日
に
行
わ
れ
た
古
代
文
学
会
例
会
に

お
い
て
、
「
歌
垣
の
変
遷
」
と
題
し
て
口
頭
発
表
し
た
も
の
を
原
稿

化
し
た
も
の
で
あ
る
。
席
上
、
本
稿
に
と
っ
て
本
質
的
で
示
唆
に
富

ん
だ
ご
指
摘
を
賜
り
ま
し
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

・
本
稿
は
平
成
二
十
七
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
に
よ
る
「
古
代
日
本

に
お
け
る
口
承
文
学
の
地
域
的
多
様
性
と
表
記
の
関
連
に
つ
い
て
の

研
究
」
（
課
題
番
号
五
○
五
一
四
一
二
三
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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